
2
0

17
JA

N
U

A
R

Y N
o

.40
IS
S
N
 2188-0670

［
ム
ン
デ
ィ
］
 平
成
29年

1月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
　
編
集
・
発
行
／
独
立
行
政
法
人
 国
際
協
力
機
構

 〒
10
2
-8
0
1
2
 東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
5-25　

二
番
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
　
TE
L 0
3
-5
2
2
6
-9
7
8
1
　
FA
X
 0
3
-5
2
2
6
-6
3
9
6
　
http://w

w
w
.jica.go.jp/

75Vol.

　私は母国スリランカで、比較的余裕
のある家に生まれ、国立銀行員の父と
元教師の母に育てられました。生徒会
長も務めた私は、ボーイスカウトの交流
旅行で日本を訪れたのがきっかけで、
17歳で単身、日本に留学。そのときに頼
ったのは、交流旅行で一日、ホームステ
イしたご家庭でした。電化製品や車な
ど、当時のスリランカ人があこがれる物
がそろっていて、私の実家と比べてもず
っと豊かに見えたご家庭でしたが、私
を受け入れられるのは半年が限度だと
言われて驚きました。私の母は、当たり
前のように近所の子どもたちを世話し
て、学校まで通わせていたからです。日
本は物もお金もあって豊かだけれど、ス
リランカより他人を受け入れる精神的
な余裕がないのでは、と思いました。
　それでも父が家を担保に送り出して
くれたのだからと、日本語学校に通い、
温泉街で住み込みのアルバイトをしな
がら大学の受験勉強に明け暮れまし
た。さまざまな悩みを背負って温泉街
に流れ着いた人たちの優しさが、若か

った私を育ててくれたのです。無事、立
命館大学に合格し、留学生初の読売新
聞奨学生にもなりました。
　しかし、大学を卒業した1994年はバ
ブルが崩壊した後で、留学生を採用して
くれるような企業は見つかりませんでし
た。その一方で日本の公的機関には国
籍条項があったため、応募することさえ
できませんでした。そこで大学院に進
み、博士号を目指しながら起業。やが
て大学で教壇に立つことになり、日本
国籍も取得して、今に至ります。
　日本で暮らして30年近くになります。
最近の日本は、外国人の数が増えたと
いう意味では国際化が進んでいます
が、お互いを受け入れて生きていける余
裕がなくなっているのではと感じていま
す。
　新しい価値観を受け入れるとき、人
はまず相手を排斥し、次に相手の同化
を求め、それでも違いが残ることに気付
くと距離を取って住み分けるようになり
ます。でも、本当に大切なのはその先に
ある、違いを違いとして受け入れ、共に

生きる社会だと思うのです。互いの違い
を楽しみ、成長につなげられるのが、強
く心豊かな人なのではないでしょうか。
　そもそも、国籍や生まれ育った土地
がどこかということ以前に、一人一人が
違う人間です。お互いが共に笑い合い、
違いが生かされている“共笑”の社会で
なければ、持続可能性はありません。
片方だけが笑っている社会では不十分
なのです。
　違いを受け入れるためには、自分と
異なる価値観を持つ人 と々交流し、自分
の視野を広げることも欠かせません。人
と人との関係性を深め、未来を豊かに
する人材の育成に、日本社会やJICAが
これからも積極的に取り組んでいくこ
とが大切だと考えています。

私の 違いを受け入れ、共に笑顔を
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スリランカ生まれ。17歳で来日して立命館大学で経
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